
　本論文ではドイツ語圏の日本学の中で行われている神社研究の，創成期から現在に至るまでの概

観である。ドイツ語圏の日本学では，日本の宗教についての研究は部分的な領域をなすに過ぎない。

神社に限定した研究はさらに稀である。したがって研究の成果は非常に限られている。神社はたい

てい神道のその他の研究との関連で言及される。歴史的概観は 4 つの節に区分されている。第 1 節

では日本についての初期の報告（ケンペル，シーボルトなど）を紹介する。第 2 節では明治時代か

ら第二次大戦までの研究文献を説明する。明治時代における神社研究に関してフローレンツ，シ

ラー，シューアハマーとローゼンクランツを列挙する。続いて，グンデルト，ボーネルとハミッチュ

という第二次大戦前の指導的な神道研究者について述べる。彼らがナチスのイデオロギーに近い視

点から研究結果を発表したため，戦後には神道と関わる研究がタブー視された。第 3 節は戦後の研

究文献を説明する。神道研究はしばらくの間完全に中止されていたが，ウイーン大学における民俗

学を迂回することによって，神道はようやく日本学研究の中に復活した。ウイーン大学を卒業した

ナウマンが戦後の最も影響力のあった神道研究者となった。さらに，国家と神道の関係を研究した

ロコバントが神社研究に大きな貢献をした。第 4 節では 20 世紀の終わりから現在までの研究文献

を紹介する。現在の指導的な神道研究者としてアントーニとシャイドの名前を挙げることができる。

　戦争の経験を通じてドイツと日本は同様に過去の克服という問題に直面している。そこでドイツ

語圏の日本学で靖国神社に関する論争は特に注目されている。本論文では歴史的概観を続けて靖国

神社研究の概説を行う。終わりに神社建築研究について手短かに概略を記す。
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　以下で行われるのは，ドイツ語圏の日本学の中で行われている神社研究の，創成期から現在に至

るまでの概観である。ドイツ語圏の日本学では，日本の宗教についての研究は部分的な領域をなす

に過ぎない。神社に限定した研究はさらに稀である。したがって研究の成果は非常に限られてい

る
（1）

。神社はたいてい神道のその他の研究との関連で言及される。歴史的概観は以下のように区分さ

れる。

　・日本についての初期の報告

　・明治時代から第二次大戦まで

　・戦後

　・20 世紀の終わりから現在まで

　以上の概観に続けて，靖国神社研究と神社建築研究の手短かに概説を行う。

❶……………歴史的概観

日本についての初期の報告

　エンゲルベルト・ケンペル（Engelbert Kaempfer, 1651-1713）やフィリップ・フランツ・フォン・

シーボルト（Philipp Franz von Siebold, 1796-1866）といった初期の日本旅行者が，日本に関する

記録の中で日本の宗教について，また神社についても報告している。ケンペルは 1690 年から 1692

年まで医師として長崎出島のオランダ商館で働いた。クラウス・アントーニが最初にケンペルの著

作を江戸時代の神道に関する資料として参照した
（2）

。ケンペルの主著はまず英語の翻訳で 1727 年に

『日本の歴史』（The History of Japan）の書名で出版された。1777 年と 79 年にクリスチアン・ヴィ

ルヘルム・ドームが，彼の手により編集された全 2 巻のドイツ語版を『日本誌―日本の歴史と紀行』

（Geschichte und Beschreibung von Japan）の書名で出版した。2001 年になってようやくケンペ

ルの手稿を元にした批判校訂版が『今日の日本』（Heutiges Japan）の書名で，全 2 巻で出版された。

その第 1 巻第 3 冊は宗教一般の研究で，特に神道について掘り下げている。第 2 章が扱うのは「神

道の神社，信仰，祭式について
（3）

」である。ケンペルは鳥居と手水舎とともに建築物の外観について

詳細に書き記している。彼はまた，宮，社（やしろ，しゃ），神社などの様々な名称を挙げている。

さらに，神主，唯一神道，両部神道，お祓いについても記されている。ケンペルは眼の確かな観察

者である。例えば神社建築についてある箇所ではこう書かれている。「神社それ自体は全く壮麗で

なく，単純な材木からなる。それは小さな四角い小屋に過ぎないこともよくあるが，美しく堅固な

梁によって建てられている。正面は二枚の格子戸からなり，そこを通して人々は中を見，祈りを捧

げることができる。戸は常に閉ざされ，神主や奉公人がいないこともしばしばである
（4）

。」第 3 冊の

第 4 章は伊勢参りを集中して論じている。

　フィリップ・フランツ・フォン・シーボルトもオランダ政府への勤めにより 1823 年から 1830 年に

出島の医師として活動した。彼の主著『日本―日本とその隣国』（Nippon, Archiv zur Beschreibung 

von Japan）はまず 1832 年から 35 年にかけてライデンで 7 巻構成で出版され，1897 年ヴュルツブル

クおよびライプツィヒで 2 巻構成にて再び出版された。ヴュルツブルク版の第 2 巻の第 5 節では日
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本の宗教を扱っている。シーボルトはその中で詳細に神道について記述し，祭事，著名な参詣場所，

神社建築，神主の外見や仕事，多様な神格について書いている。

　ドイツ語圏の日本研究でのさらなる開拓者的業績を，オーストリアの東洋学者アウグスト・フィッ

ツマイアー（August Pfizmaier, 1808-188
（5）

7）が，数多くの翻訳とともに残している。フィッツマイ

アーは特に日本文学の翻訳を行った。その中には日本の小説が最初に西欧語に翻訳されたものも含

まれている
（6）

。神社についてフィッツマイアーが直接論じたことはないが，彼は栗田土満の日本紀注

釈書『神代紀葦牙』と本居宣長の古事記注釈『神代正語』，そして中臣祓の三つの祝詞を翻訳して

いる。

　残念ながらフィッツマイアーの業績を活用するには苦労を要する。彼の翻訳は日本語原典に密接

に依拠していて，優雅に読みこなすことはできない。さらに彼の翻訳はたいてい帝国学術アカデ

ミーの議事報告や紀要にいくつかの続き物として分載されている。フィッツマイアーは個々の続き

物に自身が考案した題をつけたので，翻訳がどの日本語原典に対応するのか知るのが難しい。

明治時代から第二次世界大戦まで

　明治時代の 1872 年，日本に日本アジア協会（Asiatic Society of Japan）が設立された。一年後

の 1873 年，ドイツによる同様の協会であるドイツ東洋文化研究協会（Deutsche Gesellschaft für 

Natur- und Völkerkunde Ostasiens, OAG）が成立した。その会員はドイツ人商人や外交官から

成っていた。協会の目的は，日本についてもっと学ぶことと，日本でのドイツの立場を強化する

ことだった。OAG の二つの情報機関，ドイツ東洋文化研究協会報告（Nachrichten der Deutsche 

Gesellschaft für Natur- und Völkerkunde Ostasiens, NOAG） と ド イ ツ 東 洋 文 化 研 究 協 会 報

（Mitteilungen der Deutschen Gesellschaft für Natur- und Völkerkunde Ostasiens, MOAG）は，

戦争による中断を経て現在まで存続している
（7）

。これらは今も変わらずドイツ語圏日本学における重

要な機関である。

　1887 年に，ベルリンのフリードリヒ・ヴィルヘルム王立大学で東洋語講座（Seminar für 

Orientalische Sprachen, SOS）が開講された。ルドルフ・ランゲ（Rudolf Lange, 1850-1933）が日

本語教師であった。カール・フローレンツ（Karl Florenz, 1865-1939）ははじめベルリンの SOS で

学んだ。1891 年に彼は東京帝国大学のドイツ文学と比較言語学の正教授となった。日本での滞在

中彼は先述の OAG の非常に活動的なメンバーであった。彼は講演を行い，研究を出版し，様々な

役職を引き受けた。1914 年彼はハンブルグで初の日本学の教授の座を得て，1935 年に解任される

までその地位を占めた。研究で彼は日本の文学，歴史，そして宗教に取り組んだ。彼の主要な業績

は，古事記と日本紀の原典の大部分をドイツ語に翻訳したことである
（8）

。 その意味で，ドイツの日

本学が神道研究とともに始まったと述べてもあながち間違いではない。

　『宗教史教本』（Lehrbuch der Religionsgeschichte）の中に収められたフローレンツによる神道

についての論文には，神社を扱った一章が含まれている。その章の記述は非常に詳細である
（9）

。歴史

的な発展，様々な神社建築の類型，神社施設の構造，社格制度，そして神社の財政について記述さ

れている。さらにこの章の中では，例えば祭りや供物との関わりで，あるいは中世の神仏習合や国

家神道を論じた部分で，数多く神社についての言及が見られる
（10）

。 
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や靖国神社についても書かれている
（17）

。

　第二次大戦前と戦時中に神道研究に取り組んだ日本学者としては，ヘルマン・ボーネル（Hermann 

Bohner, 1884-1963），ハインリヒ・デュモリン（Heinrich Dumoulin, 1905-1995），そしてホルスト・

ハミッチュ（Horst Hammitzsch, 1909-1991）がいる。特にボーネルは 1941 年に伊勢の集団抜け参

りについての論考を発表したが，これは強く日本人の論文に依拠している
（18）

。他にボーネルは国家神

道にとって中心的なテキストである北畠親房の『神皇正統記』を翻訳している。その序文でボーネ

ルは，北畠親房の日本帝国についての記述を取り上げ，ドイツ人のアイデンティティーもしくはド

イツ国家の理念と比較を行った。

　ハインリヒ・デュモリンは今日禅の専門家として特に知られている。しかしデュモリンは 1943

年賀茂真淵についての博士論文を提出し，国学の代表者たちについての一連の論文を書いている。

これらの論文は原典からの翻訳を数多く含んでいる
（19）

。

　ホルスト・ハミッチュは，1941 年にハンス（ヨハネス）ユーバーシャール（Hans （Johannes） 

Überschaar, 1885-1965）が同性愛による告訴の恐れのためにナチのドイツ帝国を追われた後，ライ

プツィヒ大学での彼の後継となった。この時おそらくハミッチュのナチ政権への忠誠が一役買った

だろう
（20）

。ハミッチュもまた国学と水戸学の代表者たちについての一連の著作を発表した
（21）

。しかし

ボーネル，デュモリン，ハミッチュは特別に神社についての研究を行うことはなかった。総じて言

えるのは，第二次大戦までのドイツ語圏での日本学では，文献学的な研究，宗教史・思想史の研究，

そして原典の翻訳が中心となっていたということだ。

戦後

　上で述べたように，戦前の指導的な神道研究者たちは研究において客観的な距離を取っていな

かった。研究テーマの選択（国学，水戸学）にせよ，あるいはナチズムの語彙を用いた研究成果の

発表にせよ，多かれ少なかれ研究者たちの党への際立った忠誠を示すものである。ナチスのイデオ

ロギーへのこうした精神的な近さのせいで，戦後には神道と関わることがタブー視され，より「無

害な」テーマに研究者を向かわせることになった。ボーネルは能演劇を，デュモリンは禅を，ハミッ

チュは茶道を研究するようになった
（22）

。

　民俗学を迂回することによって，神道はようやく日本学研究の中に復活した。ウィーン大学に

は 1938 年から 1945 年まで，実業家の男爵三井高陽の財政的支援を受けた日本学の研究所が存在

した
（23）

。研究所の所長は日本人民族学者の岡正雄（1898-1982）であった。しかし彼は戦争のために

1940 年までしかこの職に就かなかった。戦後の 1959 年に岡のかつての助手アレクサンダー・スラ

ヴィク（Alexander Slawik, 1990-1999）が，日本に重点を置く民族学の助教授となった。1965 年

にこの職は再び設立された日本学の研究機関の教授職へと移された。スラヴィク自身はごくわずか

しか神道の研究を行っていない
（24）

。

　スラヴィクの教え子ヨーゼフ・クライナー（Josef Kreiner, 1940-）は，師の後継としてウィーン

での教授職に 1971 年から 77 年まで就いた。1977 年にクライナーはボンで教授となった。他に彼

は1988年に東京のドイツ－日本研究所の設立監督となり，引き続き1996年まで所長として働いた。

クライナーは初期の研究で日本の農村の宮座について研究し，福井県の宇波西神社を事例として調
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。
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査した
（25）

。さらに彼は神体の富士山と三輪山についての論文と阿蘇神社の春祭りの儀式についての論
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平安時代にさかのぼる。神祇官は当時の最高位の官職で，神社は延喜式に書いてあるように官社や

国幣社などに分類されていた。しかし実際には，数世紀を経るうちに，神社は氏子のために地方的

な機能を果たすようになっていった。明治維新の後に神社が国家の祭祀へと転換されてからよう

やく，国家全体に関連する機能が地方的な機能に加わった。その限りで，神社の国家関係は「真

正な伝統と創られた伝統の綜合
（37）

」 によるものだとロコバントはまとめている。ロコバントはさらに

1997 年，廣瀬和俊が神職の修行と仕事について報告した小冊子を翻訳した
（38）

。廣瀬は埼玉県にある

三峰神社の神主の家庭に生まれた。彼はまず伊勢神宮で学び，その後 35 年間三峰神社で権宮司も

しくは宮司を務めた。この小冊子は神社での日常を見せてくれて非常に興味深い。

　2001 年にロコバントは『神道入門』（Shintô. Eine Einführung）という本を出した。この本は，

題が示すように入門として書かれていながらも非常に深い内容を持っている。最初の 10 ページは

神社の記述に割かれ，神社と氏子の関係や，神主と氏子，神社建築と神社の財政といった事柄が扱

われている
（39）

。

20世紀の終わりから現在まで

　クラウス・アントーニ（Klaus Antoni, 1953-）はまずハンブルグとトリアーで教授職に就き，

1998 年よりチュービンゲン大学で教鞭をとっている。アントーニはネリー・ナウマンの教え子

で，最初に神話史についての研究を行った。これについては『因幡の白兎―神話から昔話へ』（Der 

weiße Hase von Inaba. Vom Mythos zum Märchen）と『神酒，聖なる飲み物。日本の酒（日本

酒）の歴史と宗教的意味』（Miwa, der Heilige Trank. Zur Geschichte und religiösen Bedeutung 

des alkoholischen Getränkes （Sake） in Japan）の著作が挙げられる。その後，彼は研究の方向

を思想史に向けるようになり，特に神道と政治的イデオロギーに取り組んだ。彼の主著『神道と

日本国体の構想。近・現代日本の宗教的伝統主義』（Shintô und die Konzeption des japanischen 

Nationalwesens （kokutai）. Der religiöse Traditionalismus in Neuzeit und Moderne Japans）はネ

リー・ナウマン『日本の土着宗教』（Die einheimische Religion Japans）の第 3 巻である。この著

作は江戸時代から平成初頭までの思想史的発展を扱っている。神社については，伊勢参り，大神神

社，靖国問題などとの関連で言及されている
（40）

。

　ベルンハルト・シャイド（Bernhard Scheid, 1960-）は 1990 年からオーストリア科学アカデ

ミーアジア文化・思想史研究所で働いている。1997 年から彼は吉田神道に取り組み，2001 年に

は『唯一つの神の道：吉田兼倶と神道の発明』（Der Eine und Einzige Weg der Götter. Yoshida 

Kanetomo und die Erfindung des Shinto）を発表した。この著作は吉田神道とその創設者吉田兼

倶についての詳細な分析を含んでいる。またその中で大元宮の歴史と象徴性について詳しく解説さ

れている
（41）

。

　他に神社についての二つの個別研究を挙げることができる。アンドレア・メッツェ（Andrea 

Metze）は「伊勢神宮の第 61 回式年遷宮」（Die 61. zyklische Schreinverlegung im Großschrein 

von Is
（42）

e）についての論文を発表した。メッツェはまず伊勢神宮の歴史と建築についての概要を述

べ，次いで遷宮祭独特の進行と様々な儀式を叙述している。「寺院と神社の財政について」（Zur 

Finanzierung von Tempeln und Schreinen: Religiöse Dienstleistungen im modernen Japa
（43）

n）とい
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う論文をバーバラ・マンタイ（Barbara Manthey）が発表している。マンタイはその中で，寺院と

神社の様々な宗教的サービス（絵馬，お守り，宮参りの式典など）と，宗教法人に関する税法につ

いて分析している。

　補足的に，まだ何人かの研究者を紹介する。彼らは特に神社に取り組んではいないが，研究の中

で神道の諸々の側面に触れている。ヨハネス・ラウベ（Johannes Laub
（44）

e）は天理教を，ズザンネ・フォ

ルマネク（Susanne Formane
（45）

k）は富士講を研究した。インケン・プロール（Inken Proh
（46）

l）は霊性

的知識人のテーマに取り組み，ワールドメイトに関する研究を発表した。ウルリケ・ヴェーア（Ulrike 

Wöh
（47）

r）はジェンダー問題に主に取り組んでいるが，新宗教における女性についての研究も出版し

ている。ブリギット・シュテムラー（Birgit Staemmle
（48）

r）は大本教における鎮魂帰神についての研

究を発表した。ブリギット・ベルネッガー（Brigitt Bernegge
（49）

r）はチューリヒ大学に大本教につ

いての博士論文を提出している。

　最後に確認しておきたいのは，神道が，第二次大戦による休止期の後に非常にためらいがちにド

イツ語圏の日本研究に再び対象として受け入れられたということだ。その際には近代の神道もしく

は思想史が前景化された。最近ではさらに新宗教や新新宗教についての研究が増えている。

❷……………靖国神社論争

　戦争の経験を通じてドイツと日本は過去の克服という問題に同様に直面している。これを背景と

して考えれば，ドイツ語圏の日本学で靖国神社に関する論争を大きな関心の的となっているのは不

思議ではない。神学者・宗教学者のペーター・ゲアリッツ（Peter Gerlit
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　日本建築に関する写真集はドイツ語圏には比較的数が多い。伝統的な日本建築と庭園のデザイン

はドイツで大きな関心の的となっている。辰野金吾や安藤忠雄といった近現代の建築家に関する本

は珍しくない。対照的に神社建築を扱った文献は比較的まれであるが，1907 年に出された『日本
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の礼拝建築』（Die Architektur der Kultbauten Japans）という本はその例外である。これは，日

本に五年間暮らしたドイツ人技師フランツ・バルツァー（Franz Baltzer, 1857-1927）によって書

かれた。バルツァーは東京駅の最初の設計を作成し，駅舎は彼の後を継いだ辰野金吾によって建て

られた。バルツァーの本に詳細さで優る文献は今日まで出ていない。蟇股（かえるまた）や持ち送

りといった建築の構成部分が紹介され，寺院と神社の様々な建築様式が紹介されている
（56）

。この本

は写真，スケッチ，平面図などが豊富に収録されている。バルツァーは他に，1904 年に「東京の

靖国神社―日本の近代的神社建築」（Der Yasukunitempel in Tokio, ein neuzeitlicher Tempelbau 

Japans）と題する論文を書いている。この論文は非常に包括的でかつ詳細である。個々の建築とそ

の構成部分が細部にいたるまで説明されている。数多くの写真，平面図，横断図，細部のスケッチ

が挿絵として本文に付されている。

　日本でも非常に有名なブルーノ・タウト（Bruno Taut, 1880-1938）は，日本建築に関して多く

の論文を書いた。しかし彼の場合伝統的な民家の考察と純粋な日本美学が中心である。タウトの

『日本の家屋と生活』（Houses and people of Japan）は 1937 年にまず英語で三省堂から出版された。

ドイツ語の最初の版は 1997 年にようやく『日本の家屋と生活』（Das japanische Haus und sein 

Leben）の題で刊行された。この本の中には神社と寺院の建築を扱った章もある
（57）

。全ての文章から

タウトの日本美学への情熱が感じられ，彼はそれを伊勢神宮の簡素さの中にも感じていたが，この

本は神社建築についての情報を与えることにはそれほど意を用いてはいない。

　ディートリヒ・ゼッケル（Dietrich Seckel, 1910-）は数多くの出版物を通じて東アジアの美術を

ドイツに知らしめた。彼はこの分野の教授職もハイデルベルク大学で務めた。1942 年，彼はオッ

トー・カーロウ（Otto Karow, 1913-1992，フランクフルト大学の東アジア文献学および文化研究

の教授）と共著で，『鳥居の起源―比較言語学的・建築学的・宗教学的研究』を発表した。ゼッケ

ルとカーロウは鳥居という語はさかのぼれば「杭，梁，棟木，家の門
（58）

」という意味であるとした。

また建築に関する考察で彼らは鳥居が日本家屋の基礎的な構造の骨組みであると考えた。つまり

「切妻側の二つの支柱とそれに横から取り付けられた横桁
（59）

」である。宗教学的な分析でゼッケルと

カーロウは鳥居を喪屋との関係で考察した。喪屋の切妻にはしばしば霊が鳥の形をしてとまってい

るといわれる。

　さらにゼッケルは 1943 年に『大元宮―唯一神道の聖域』（Taigenkyû, das Heiligtum des Yuiitsu 

Shintô）詳細な研究を発表した。この論文は大元宮についての記述，歴史的な概観および建築史的

分析を含んでいる。特に屋根の形と八角形構造の象徴性について詳しい。この研究も写真が載せら

れている。

　ブルーノ・タウトの友人であった吉田鉄郎によって，1952 年に『日本の建築』（Japanische 

Architektur）が書かれた。これも神社についての章が設けられており，吉田は様々な神社建築様

式についての歴史的概観を記している。多くの写真，スケッチ，平面図がこの章には付せられている。

❹……………参考文献目録

　参考文献目録は以下のグループに分類されている。
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Works on Shintô Shrines in German Japanese Studies

Ursula FLACHE

In this paper, an overview will be given of works on Shintô shrines in Japanese Studies in Germany. 

One has to bear in mind that research on Japanese religions is just one of many topics in German 

Japanese Studies. Furthermore, the research on Shintô or Shintô shrines is again only a sub-topic of 

Japanese religions. Consequently, the number of works exclusively on Shintô shrines is very limited. 

However, the topic of shrines often comes up in research on other aspects of Shintô. In the historic 

overview, first the findings of early researchers such as Kaempfer, Siebold and Pfizmaier will be 

presented. In the chapter on the Meiji period to World War II, the works of scholars such as Florenz, 

Schiller, Rosenkranz and Schurhammer will be examined. In addition, the research of scholars who 

are now seen as being close to Nazi ideology (Gundert, Bohner, Hammitzsch) will be introduced. 

Because of this connection to Nazi ideology, studies on Japanese Shintô after the war were stigmatized 

in Germany and neighboring countries. In the chapter on post-war studies, it will be shown how the 

topic of Shintô is finally taken up again in folklore studies at Vienna University. Naumann, a graduate 

of Vienna University, becomes the dominant scholar on Shintô in the post-war period. Another 

researcher who contributes to studies on shrines is Lokowandt who mainly deals with the relationship 

of Shintô and State. In the chapter that covers the period of the end of the 20th century until now, the 

works of the two current main Shintô scholars Antoni and Scheid will be presented. In addition, Metze 

and Manthey who have published single papers on shrines will be considered. As Germany and Japan 

face the same task of how to come to terms with their past, the problem of the Yasukuni Shrine is of 

special interest to German Japanology. In the chapter on the Yasukuni Shrine, the works of Gerlitz, 

Antoni, Pye, Wieczorek and Saaler who study the history as well as the current discussion concerning 

the Yasukuni Shrine will be presented. The paper closes with a chapter on German studies on shrine 

architecture. Baltzer has published a very detailed book on Japanese religious architecture. Also, 

Seckel and Karow discuss shrine architecture in two papers. Taut has published widely on Japanese 

architecture, but as his work mainly deals with aesthetics it is not very informative concerning shrine 

architecture.


